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Ⅰ．鹿島の概要 

 

1．鹿島のあゆみ 

鹿島は 1840 年の創業以来、鉄道やダムをはじめとする社会資本の整備や、オフィス、

商業施設、住宅など人々の生活や活動の場を創造し、建設事業を通じて安全・安心で快適

な社会の構築に貢献し続けてきました。幕末、明治、大正、昭和、平成、令和と時代が移

り変わるなかで「洋館の鹿島」「鉄道の鹿島」「ダムの鹿島」「超高層の鹿島」など称されて

きたのは、時代に応えた事業を展開し、常に時代を先取りする「進取の精神」が脈々と受

け継がれ、技術で未来に挑戦を続けてきた証です。今後も、先達が築いてきた技術と品質

の優れた伝統と、未来を志向して果敢に挑戦してきた歴史を受け継ぎ、新たな時代を切り

拓いていきます。 

鹿島は、日本国内のみならず、北米、アジア、欧州、大洋州にそれぞれ地域統括現地法人

を置き、建設、エンジニアリング、開発事業などをグローバルに展開しています。180 年

の歴史の中で培ってきた高度な施工技術力をはじめ、建設バリューチェーンの上流にあた

る企画・開発力・エンジニアリング力、そして下流にあたる維持・管理力を駆使し、国内

外の社会や顧客に対し、最高水準の都市空間、建築空間、インフラ構造物を提供していま

す。 

 

 

2．経営理念 

経営理念として、「全社一体となって、科学的合理主義と人道主義に基づく創造的な進歩

と発展を図り、社業の発展を通じて社会に貢献する。」ことを掲げています。 

真に快適な環境創造の担い手として社会の要請に応えられるよう研鑽を積み、社業の永

続的発展により株主、顧客をはじめ広く関係者の負託に応え、将来に亘りより豊かな社会

の実現に貢献していくことを理念としています。 
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3．ビジョン 

 
 

ビジョンには、過去に対する敬意と未来への挑戦という２つの意を込めています。ビジ

ョンの実現に向け大切にしたい価値観は、当社グループを木に見立て、いかに大きく成長

させるかという視点に基づいています。ビジョンのもと、社会からの要請に応えるととも

に、まちづくりや建造物の構築、社会インフラの整備の分野で、品質に優れたサービスを

生み出し、提供し、そして検証する仕組みと体制を整備することにおいて、世界で最も評

価され、信頼される企業グループを目指しています。 

 

4．マテリアリティ 

社会課題の解決と、当社グループの持続的な成長を両立させるための重要課題（マテリ

アリティ）を特定しています。 

 下の図は、7 つのマテリアリティについて、当社グループの貢献と特に深く関連する

SDGs のゴールを合わせて表現したものです。 
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 5．中期経営計画 

ビジョンとマテリアリティを踏まえ、注力していく重要施策と経営目標を「鹿島グル

ープ中期経営計画（2021～2023）」として策定しています。 

厳しい競争環境においても、業績を維持向上させながら、中長期的な成長に向けた投

資を実施し、当社グループの将来にわたる発展につなげる計画です。 

本計画では、中長期的目標である「2030 年にありたい姿」を念頭に置き、「（1）中核

事業の一層の強化、（2）新たな価値創出への挑戦、（3）成長・変革に向けた経営基盤整

備と ESG 推進」を 3 つの柱とし、これまでの施策を継続発展させるとともに、新たな

施策や戦略的な投資を推進しています。 
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Ⅱ．トリプル Zero2050 の活動加速 

 

1．CO2排出削減目標 

中期経営計画策定に合わせて、鹿島環境ビジョン：トリプル Zero2050 における CO2削

減目標を見直し、新たな CO2排出量削減目標として、2013 年度比で 2030 年度に▲50％、

2050 年度にカーボンニュートラル（▲100％）を設定しています。 

また、中期経営計画期間中の SBT 取得※を目指しています。 

※SBT（Science Based Targets）は、温室効果ガス削減目標に関する国際認証。 

 

 

 

2．CO2排出量削減計画 
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CO2 排出量の削減計画では「事業から排出される CO2 の削減」と、「カーボン・オフセ

ット」の 2 つの取組みにより、事業規模を拡大させつつ、2050 年のカーボンニュートラル

の実現を目指しています。 

また、低（脱）炭素材料の開発・使用、省エネ建物の「設計・施工」など、サプライチ

ェーン CO2（Scope3）の削減にも積極的に取り組んでおり、自社の事業活動と顧客の事業

活動支援の両面から取組みを推進しています。 
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Ⅲ．R&D（研究技術開発）への取り組み 

 

鹿島は 1949 年に建設業界初の技術研究所を開設して以来、常に未来を見据えながら、

超高層ビル、原子力発電所、長大橋梁、大深度トンネルなど、数々の分野で新技術の開拓

を行ってきました。技術研究所には、これらの歴史の中で培われ、受け継がれてきたパイ

オニア・スピリッツとチャレンジ精神があります。 

少子高齢化の進展、気候変動・地震等による大規模災害やパンデミックの発生、デジタ

ル化の急激な進展など、我々を取り巻く社会環境は大きく変化しております。 

そのような状況下で、鹿島は社会課題の解決と、自らの持続的な発展を両立させること

を目指し、7 つのマテリアリティ（重要課題）を定めています。マテリアリティを踏ま

え、これまで R&D によって進めてきた分野と、AI、ICT やロボットなどの最先端技術を

高度に融合させることで、環境・エネルギー、防災・減災、インフラ維持管理・更新など

の社会課題の解決を図り、さらに、スマートビルやスマートシティなどで新しい価値の実

現に取り組んでいます。 

また、鹿島では、環境・エネルギー、防災・減災といった社会的課題への対応だけでな

く、健康や知的生産性など、人の観点からの技術開発を早期から強化しており、こうした

取組みも世界共通の目標である SDGs のゴールと非常に親和性が高いものと考えていま

す。 

一方、現在の建設業界にとって最大の課題は、技能労働者不足と将来の担い手確保で

す。この課題を解決するため、機械化、自動化、スマート化を核として、土木では「現場

の工場化」、建築では「鹿島スマート生産ビジョン」の実現に取り組むと共に、そのため

に必要な建設プロセス全体のデジタル化を進め、様々なデータを集約、利活用できるプラ

ットフォームを作ることで、計画、判断、制御が自由に行えるシステムの構築を進めてい

ます。 

持続可能で強靭な国土づくりや、省エネルギー・再生エネルギーなどは建設業と関わり

が深く、また、科学技術イノベーションによる成長実現などは研究開発と密接な関係にあ

るといえます。 

現在では、顧客から求められる価値がモノからコトへ、ハード単体からハード・ソフト

を組み合わせたサービスへ、単体技術から総合的なビジネスモデルへとシフトしているこ

とから、大学等の研究機関や有力企業、スタートアップとの協働・協創によるオープンイ

ノベーションが不可欠となってきています。 

シンガポールに研究開発拠点として技術研究所シンガポールオフィス（KaTRIS）を構

えることで、日本の技術を海外に展開し、海外の技術を国内に取り入れる体制を構築・強

化しています。ここでは、大学や政府機関、現地企業など様々なパートナーとの協働・共

同研究を進め、世界共通の課題に対して、グローバルに価値を最大化する研究開発に取り

組んでいきます。 
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Ⅳ．本発行の目的 

 

鹿島グループは、社会課題の解決と持続的な成長を両立させるための 7 つのマテリアリ

ティ（重要課題）を特定しており、事業活動を通じた課題解決に向けた取組みは、SDGs の

達成に貢献しています。 

マテリアリティのうち「脱炭素社会移行への積極的な貢献」に関しては、2013 年に環境

への取組みの基本として「鹿島環境ビジョン：トリプル Zero2050」を策定し、Zero Carbon、

Zero Waste、Zero Impact の達成に向けた取組みを積極的に推進しています。 

2021年5月には、「鹿島環境ビジョン：トリプルZero2050」を見直し、新たなCO2排出

量削減目標として、2013年度比で2030年度に50％削減、2050年度にはカーボンニュート

ラル（100％削減）を設定しました。CO2排出量の削減計画では、現場から排出される

CO2の削減（スコープ1、2）と、カーボン・オフセットの2つの取組みにより、事業規模

を拡大させつつ2050年のカーボンニュートラルの実現を目指すとともに、2023年度中の

SBT（Science Based Targets、温室効果ガス削減目標に関する国際認証）取得を目指し

ています。 

 自社の事業範囲の上流である建材の製造段階や、下流である引渡し後の建物運用段階と

いったサプライチェーン（スコープ3）についても、低（脱）炭素材料の開発・使用や、

ZEB（ゼロ・エネルギー・ビル）など省エネ建物の設計・施工などでCO2削減に積極的に

取り組んでいます。 

また同じく、「新たなニーズに応える機能的な都市・地域・産業基盤の構築」や「安全・

安心を支える防災技術・サービス提供」に対しては、R&D（研究技術開発）の分野におい

て、ウェルネス空間などの新しい価値を持つスマートビルの構築に向けた研究に加え、マ

ルチハザードに対する評価と評価に基づいた対応、対策技術の構築が重要と考え、そのた

めの膨大なデータや高度シミュレーション技術を駆使して、安全・安心を支える防災技術・

サービスの提供につながる開発を推進しています。 

「たゆまぬ技術革新と鹿島品質へのこだわり」や「人とパートナーシップを重視したも

のづくり」に対しては、自動化施工技術による工程最適化や、自律機能強化のためのシミ

ュレーション・AI 開発、スマート生産に向けたロボット化をはじめ、遠隔化やデジタル

化を核とした多くの要素技術の開発を推進しています。 

今般、このような環境や R&D に関する当社グループの先進的な取組みを幅広いステー

クホルダーの方々にご認識いただくべく、当社はサステナビリティボンドを発行すること

としました。 

今回のサステナビリティボンドの発行を通じて調達した資金は、鹿島環境ビジョンに即

した再生可能エネルギーに貢献する SEP 船の建造やグリーンビルディングの建設、サス

テナビリティに貢献する R&D 推進に向けた施設・機器の設置購入に充当され、本発行を

通じて、脱炭素社会移行を含めた社会的課題解決への積極的な貢献をしていきたいと考え

ています。 
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Ⅴ．対象プロジェクト【グリーンプロジェクト】 
Ａ：SEP（自己昇降式作業台）型多目的起重機船（SEP 船）の建造 

 

プロジェクト概要 

我が国における洋上風力発電プロジェクトは、港湾区域に引き続き、一般海域において

も洋上風力発電の開発を促進する法律※が整備され、全国各地で取り組みが本格化してい

ます。洋上風力発電設備の設置に当たっては、海上での施工となるため、海底に着床した

脚によりプラットフォームを安定させ、波浪下においても安定したクレーン作業が可能と

なる SEP（自己昇降式作業台）型多目的起重機船（SEP 船）の活用が有効となります。 

※：海洋再生可能エネルギー発電設備の整備に係る海域の利用の促進に関する法律 

五洋建設株式会社、鹿島建設株式会社、寄神建設株式会社の 3 社は、10～14MW クラ

スの着床式洋上風力発電施設の基礎及び風車の建設用に、1,600t 吊クレーンを搭載した

SEP 型多目的起重機船（以下、SEP 船）を共同で建造することを決定し、2020 年 10 月

から建造を進めております。 

建造中の SEP 船は、洋上風車及びその基礎構造の大型化に対応して 1,600t 吊全旋回式

クレーンを搭載し、10～14MW クラスの洋上風力発電施設を効率的に建設することがで

きます。基本設計は世界の SEP 船の 7 割以上を手掛ける GustoMSC 社（オランダ）

が、建造はマレーシア最大の国際的コングロマリットグループである Kuok Family 傘下

の PaxOcean Engineering 社（シンガポール）が担当します。主クレーンはオフショア

クレーンのトップメーカーである Huisman 社（オランダ）のクレーンを搭載します。 

本 SEP 船の完成・引き渡しは 2022 年 9 月、稼働開始は 2023 年 4 月を予定していま

す。 

稼働開始後は、五洋建設、鹿島建設および寄神建設が共同出資の会社にて保有し、専ら

洋上風力発電施設の建設に用いられる予定であります。 

洋上風力発電は、温室効果ガスを排出しないため、地球温暖化対策として有効であると

ともに、国内のエネルギー源を活用できることから、エネルギー安全保障（エネルギー自

給率の向上）や地域経済の活性化のためにも重要と考えられています。四方を海で囲まれ

た日本では、洋上風力発電に適した場所が多くあり、陸上よりも安定した風が吹くため、

効率的に発電を行うことができます。再生可能エネルギーの主力電源化に向けた取組みが

鋭意各方面において進められていますが、その中でも洋上風力発電は特に注目され、導入

拡大が期待されております。 

本 SEP 船は、「安全かつ高効率な施工」ならびに「リーズナブルな建設コスト」の実

現を通じて、日本の洋上風力発電の普及・推進に大きく貢献するものと確信しています。 

また、本 SEP 船により洋上風力発電施設の建設が行われ、商業運転が開始されること

によって、CO2排出削減などの環境改善効果が発現することから、将来的な本 SEP 船に

よる環境改善効果が大きく期待できます。 
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プロジェクトのネガティブな影響と対策 

他方で、SEP 船の運用に当たっては、負の要因となる側面も影響として考えられま

す。 

これには、化石燃料の消費による CO2、SOX、NOX の排出、化石燃料や油等が漏洩した

場合の海洋汚染、船内の活動による廃棄物の発生が挙げられます。 

船内の設備は、搭載されているディーゼル発電機の電力により稼働し、ディーゼル発電

機に使用される化石燃料は A 重油であります。10MW 風車を 25 基、年間稼働日数を

230 日程度と想定した場合、A 重油の年間消費量は約 3,000kl（主に作業時、自動船位保

持時、ジャッキアップ時、スタンバイ時に消費されます）と推定されます。 

また、当 SEP 船は曳航式であり、移動には曳航船が必要となりますが、曳航船に使用

される化石燃料も同じく A 重油であります。SEP 船と同条件での年間稼働を想定した場

合、その年間消費量は約 700kl（主に作業時、スタンバイ時に消費されます）と推定さ

れ、SEP 船と併せると年間の A 重油の消費量は、合計約 3,700kl となります。この数値

に温室効果ガス排出量算定・報告・公表制度に基づく A 重油の排出係数 2.71t-CO2/kl を

乗じると、年間 CO2排出量は約 10,000t-CO2（10,027t-CO2）が見込まれます。 

一方、SEP 船により洋上風車が建設され、その発電電力が既存電力を代替することに

より CO2排出量の削減効果が期待できます。当 SEP 船は 10MW～14MW 級の洋上風車

の建設を想定していることから、10MW（10,000kW）の洋上風車 1 基の年間 CO2 削減

効果を概算で算出した場合、設備利用率を 30%とすると 10,000kW の洋上風車 1 基の年

間発電量は 10,000kW×8,760h×0.3＝26,280,000kWh となります。これに令和元年度の

電気事業者別排出係数の全国平均係数 0.000445t-CO2/kWh を乗じると、年間 CO2 削減

量は約 11,694.6t-CO2となります。一般的に１つの洋上風力発電所につき数十本の風車が

建設されること、また SEP 船が一年間で複数の発電所の建設のために使用される可能性

があることを考えると、建設した洋上風力発電所による CO2 削減量に比べ、SEP 船およ

び曳航船による CO2排出量ははるかに少ないと考えられます。 

化石燃料である A 重油の消費により、CO2以外に SOx、NOx の排出も考えられま

す。SOx については、MARPOL 条約（1973 年の船舶による汚染の防止のための国際条

約に関する 1978 年の議定書によって修正された同条約を改正する 1997 年の議定書）附

属書Ⅵ第 14 規則で定められている硫黄酸化物及び粒子状物質量規制に準拠して対応する

としています。NOx については、MARPOL 条約付属書Ⅵ第 13 規則に定める窒素酸化物

規則の Tier II（2 次規制）に対応したディーゼル発電機を採用することとしています。

このように、SOx、NOx の排出についても、国際的な規制に則った対策を講じてまいり

ます。 

加えて、ディーゼル発電機の燃料には A 重油が、油圧装置には油圧作動油が使用され

ていることから、油の漏洩により海洋汚染を引き起こす可能性が考えられます。その対策

としては、燃料油タンクの周囲を二重船体とし、上甲板の全周囲には高さ約 75mm の、

燃料補給管接続部の付近には高さ約 300mm の垂直鋼板壁（コーミング）を設けることと

しています。また船内にデッキドレインタンクを設けており、燃料や機器の油が甲板上に

広がった場合には、そのタンクに導くことができるように配管を装備することによって、

油等の海洋への漏洩対策を適切に講じています。 
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船上作業においては、クレーン、ダイナミックポジショニングシステム（自動船位保持

システム）等、付随する設備稼働の動力として化石燃料を使用するものの、最新の設備を

用いるため化石燃料の使用は最小限に抑えられる見込みであります。 

また、廃油や作業員に由来する生活ごみ等の廃棄物が発生することが考えられますが、

これらは陸揚げされたあと産業廃棄物として処理される計画とするため、SEP 船の運用

に伴って発生する廃棄物についても適切に処理される見込みであります。 

 

SDGs への貢献 

本プロジェクトは多くの SDGs に貢献し得るものと考え、特に下記のターゲットに貢献す

ると考えます。 

・7.2「2030 年までに、世界のエネルギーミックスにおける再生可能エネルギーの割合を

大幅に拡大させる。」 

・9.4.「2030 年までに、資源利用効率の向上とクリーン技術および環境に配慮した技術・

産業プロセスの導入拡大を通じたインフラ改良や産業改善により、持続可能性を向上させ

る。すべての国々は各国の能力に応じた取組を行う。」 

・12.2「2030 年までに天然資源の持続可能な管理及び効率的な利⽤を達成する」 

・13.1「すべての国々において、気候関連災害や⾃然災害に対する強靱性（レジリエンス）

及び適応の能力を強化する。」 
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SEP（自己昇降式作業台）型多目的起重機船（SEP 船）物件概要 

 
名  称 SEP（自己昇降式作業台）型多目的起重機船 

投 資 額 約 185 億円（鹿島建設持分 約 55 億円） 

完成時期 2022 年 9 月（稼働開始：2023 年 4 月）（予定） 

設計・建造 基 本 設 計：GustoMSC 社（オランダ） 

建 造：PaxOcean Engineering 社（シンガポール） 

主クレーン：Huisman 社（オランダ） 

稼働予定期間 12 年間 

稼働予定場所 日本国内 

特  徴 ①船体をジャッキアップすることにより、気象・海象条件の厳しい海域で

も、安全性、稼働率、精度の高いクレーン作業が可能。特に大水深（水

深 50m）での作業が可能 

②1,600t 吊の全旋回式クレーンを搭載しており、10～14MW クラスの風

車の設置、モノパイルやジャケット等の基礎の施工が可能 

③広いデッキスペースと十分なジャッキ能力を備えており、10～14MW

クラスの風車を複数基搭載して運搬することが可能で、効率的な施工が

可能 

④ダイナミックポジショニングシステム（DPS）により船体の位置保持が

可能で、ジャッキアップ時の位置決め時間を短縮 

※本リリースの内容は発表日現在のものであり、今後、変更となる可能性があります。 

 

 

新 SEP 船のイメージ図 
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Ⅴ．対象プロジェクト【グリーン・ソーシャルプロジェクト】 
Ｂ：The GEAR の建設並びに R&D 活動推進 

（Kajima Lab for Global Engineering, Architecture & Real Estate） 

 

プロジェクト概要 

本プロジェクトは、アジア最大のハブ空港であるシンガポール・チャンギ国際空港から

車で 5 分という利便性の高いチャンギビジネスパーク内に、オフィスと研究施設を兼備し

た延床面積約 13,000m2 の建物を建設し、運営する自社開発事業です。鹿島のアジア開発

事業統括会社であるカジマ・デベロップメント社はこれをシンガポール経済開発庁（EDB）

に提案、同国経済への貢献、雇用創出、直接投資、技術開発による産業への貢献といった

観点での EDB の審査を経た後、同パークを開発・運営する JTC Corporation の推薦を受

け、土地取得に至ったものです。 

開発にあたっては、設計・施工・維持管理のすべてのフェーズに日本で培った技術を盛

り込むことで、成長を続けるアジア・太平洋地域の人材・企業・投資家・政府に対して、

当社グループの持つ先進的な施工技術・施設運営のノウハウを、具現化して提供する場と

していきます。 

鹿島は 2013 年から技術開発に積極的なシンガポールに技術研究所のブランチオフィス

KaTRIS（Kajima Technical Research Institute Singapore）を開設し、世界最先端の大学

や政府機関、外部企業等とのオープンイノベーションを推進していますが、今般の The 

GEAR 建設を機に当建物内に KaTRIS を移設し、この流れをさらに加速させていく所存

です。 

加えて、これまでシンガポール内の数か所に点在していたグループ会社を The GEAR に

集約し、建設・開発の事業部門と技術開発部門とのシナジー効果をより一層発現させると

共に、新たなビジネスをインキュベートする場にすることも企図しています。 

鹿島は、The GEAR において技術革新を加速させることで、確固たる事業基盤を築くと

共に、目まぐるしく変化する社会において、時宜にかなった最適なサービスと問題解決手

段を提供していくことを目指します。 

 

The GEAR における R&D 活動推進 

The GEAR では、現地の政府機関や大学、外部企業等とのオープンイノベーションを推

進しつつ、グローバルな社会課題解決を目指した R&D 活動を実施する計画です。具体的

には先進的なデジタル・ロボット化施工技術の開発のほか、IT を利用して省エネルギーと

快適性の両立を図ることをコンセプトとしたサステナビリティ技術とスマートウェルネス

技術の開発に取り組む計画です。 

（１）デジタル・ロボット化施工への取り組み 

デジタル・ロボット化施工については、シンガポール国の重点施策である IDD※と呼ば

れるデジタル化建設業務革新に向けた取り組みを進めていきます。顧客・設計者・施工者

共通のプラットフォーム上で、最先端の建設デジタルツールを駆使し、BIM を中核とした

建築生産の新たな業務プロセスを実践し、シンガポール版スマート建築生産システムの構

築を目指しています。 
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特にデジタル・ロボット化の推進においては、建設業従事者もしくは今後従事する可能

性のある多くの対象者に、重労働の軽減や危険個所への立ち入り削減、またこれに伴う作

業中の安全性や就労環境の向上が期待されます。これにより、建設業全体で喫緊の課題で

ある担い手確保の促進、加えて業務のデジタル化・ロボット化での施工効率向上による余

剰時間の確保から、ワークライフバランスの向上や働き方改革などが実現され、いま求め

られている社会的課題に対する直接的な解決への道筋となると考えています。 

※IDD：インテグレーテッド・デジタル・デリバリー（Integrated Digital Delivery）の略

で、その中には「デジタルによる設計」、「デジタルによる資産、工程管理」、   

「デジタルによるプレハブ化」、「デジタルによる建設」の 4 要素が含まれる 

（２）サステナビリティ技術への取り組み 

The GEAR では省エネで気流感が少なく快適性の高い放射パネルとダクトレス空調の

ハイブリッド空調システムを導入する計画です。 

その他、太陽光発電と屋上緑化の融合、半屋外空間の有効利用や、雨水貯留型屋上緑化

工法、保水性舗装の適用など、省エネや雨水利用による水資源の使用量削減、都市洪水緩

和、ヒートアイランド緩和に寄与する取り組みと技術開発を計画しています。運用段階に

おいて実証データを取得しながら、効果の検証と改善を進めて、持続可能な環境配慮型オ

フィスの実現を目指します。 

シンガポール政府が定める建物の環境負荷低減施策であるグリーンマーク（Green 

Mark）制度※1において最上位ランクの Platinum（プラチナ）クラスの取得、また、省エ

ネ性能が特に優れたビルの認証制度である Super Low Energy Programme の取得も目標

としています。（「The GEAR 物件概要」ご参照） 

（３）スマートウェルネス技術への取り組み 

本プロジェクトでは建物情報を蓄積・分析するスマート BM や、建物の企画・設計から

施工に加え、竣工後の維持管理・運営までの各情報を全てデジタル化し、それらを仮想空

間上にリアルタイムに再現するデジタルツインにより、建築環境、エネルギー消費、利用、

メンテナンス状況の可視化と建物管理の効率化を実現するスマートビルを目指していま

す。オフィススペースは ABW（Activity Based Working）の考え方に基づいた多様なワー

クスペースを提供し、働き方、場所を選べるワークスタイルを可能とした設計としていま

す。オフィススペース内の人の動きを AI によって解析し、そのデータに基づいた空調・

照明制御を行います。さらにスマートデバイスを利用して、人間中心のより快適な室内環

境の実現を目指しています。また、半屋外空間や室内緑化により自然を感じられるバイオ

フィリックデザインを取り入れ、実空間における利用状況や快適性、生産性との関係を分

析・評価に活用していく計画です。 

 このような計画の中で The GEAR は、国際 WELL ビルディング協会（IWBI）が定める

WELL 認証※3 プラチナクラスの取得を目標とすると共に、Green Mark for Healthier 

Workplaces※2の認証取得を目標としていきます。 

 新型コロナウイルスの脅威が続くなか、鹿島は、室内に漂う飛沫の動きをコンピュータ

上で予測・見える化し、空調・換気、衝立などによる気流制御を駆使して、ウイルス感染

のリスクを低減するための研究・開発を進めています。2002 年の SARS（重症急性呼吸器

症候群）、2009 年の新型インフルエンザの流行を契機に、いち早く飛沫に着目した研究を
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スタートしました。2020 年 4 月からは、理化学研究所を中心とした、世界最高性能のスー

パーコンピュータ「富岳」を利用した新型コロナウイルス対策に貢献するプロジェクトに、

建設会社として唯一参画し、更なる社会課題の解決に取り組んでいます。 

The GEAR では、新型コロナウイルスなど室内環境におけるウイルス飛沫感染につい

て、施設内で蓄積した計測データからのシミュレーションも踏まえ、社会の様々な施設を

利用する不特定多数の方々への貢献策の検討を進めることを考えています。これからのニ

ューノーマル時代に向けては「マスクやパーティションなしで安心して暮らせる室内環

境」の構築が求められており、これからも病院・学校・工場・オフィス・ホールなどさま

ざまな用途にて「今後の建物のあるべき姿」を提供できるよう研鑽し、社会貢献につなげ

ていきたいと考えています。 

※1：Green Mark について 

2005 年にシンガポールの建築建設庁 BCA (Building and Construction Authority)が開

発したグリーンビルディング認証。LEED をベースに熱帯性気候にあったクライテリアに

カスタマイズしたもので、シンガポール本国では延床面積 2,000 ㎡以上の建築物の環境性

能に一定基準の適合義務を課すなど建築行政での活用が進んでいる。評価方式は、気候に

適した設計（最大ポイント 30）、エネルギー効率（同 30）、資源管理（同 30）、スマート

ビル・健康（同 30）、先進的な取り組み（ボーナスポイントとして最大 20）の 5 カテゴ

リーからなる総合評価となっている。各カテゴリーの必須条件を満たしたうえで加点を積

み上げていき、累計ポイントによって Gold（同 50 超～59）・Gold +（同 60～69）・Platinum

（同 70 以上）のいずれかが決まる。 

また、省エネ性能において、Platinum の要件をさらに上回るビル開発を推進するため、

省エネ性能認証制度、Super Low Energy Programme が設定されており、標準ビルから

40%以上の省エネを実現する Super Low Energy (SLE)／100%を実現する Zero Energy 

(ZE)／100%以上を実現する Positive Energy (PE)のランクがある。 

※2：Green Mark for Healthier Workplaces について 

 グリーンビルディングであることに加えて、より健康な建物が求められる世界的な趨勢

を受け、2018 年にシンガポールの建築建設庁 BCA が健康促進局 HPB (Health Promotion 

Board)と共同で開発したグリーンビルディング認証。 

正式名称は BCA-HPB Green Mark for Healthier Workplaces Scheme（略称 GM HW）。

通常の Green Mark 認証と比較して、室内環境の質、建物の居住者にとっての健康性、快

適性、ウェルビーングという観点がより重視されている。Green Mark for Healthier 

Workplaces を取得するためには Green Mark 取得とともに、グリーンに関連する要求項

目 25 ポイント、健康他に関する要求項目で 25 ポイント以上取得する必要がある。Green 

Mark for Healthier Workplaces 自体にはクラス分けはない。具体的な内容については、

以下の BCA のホームページで紹介されている。 

https://www.bca.gov.sg/GreenMark/GM_Healthier_Workplaces.html 

https://www.bca.gov.sg/GreenMark/others/GM_HW_2018.pdf 
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※3：WELL 認証（WELL Building StandardTM）について 

国際 WELL ビルディング協会（IWBI）が定める WELL 認証（WELL Building 

StandardTM）とは、建物の環境・エネルギー性能に加え、利用者の健康・快適性をも対象

とした性能評価システム。特に居住者の身体にかかわる評価ポイントについては、環境工

学の観点のみならず、医学の見地からも検証が加えられており、健康志向や生産性向上、

更には離職率の低下に寄与するなどの取得メリットがあるといわれており、クラス分けと

して Silver、Gold、Platinum の 3 段階が設定されている。 

 

プロジェクトのネガティブな影響と対策 

●The GEAR 建設におけるネガティブな影響 

The GEAR を建設する際には工事に伴う騒音・振動、工事による廃棄物、大規模な土

地造成に伴う生態系への悪影響、特定の場所・時間帯にトラック輸送が集中することによ

る騒音、振動、大気汚染が想定されます。また建設に従事する労働者が長時間労働、児童

労働・強制労働、労働安全衛生や人権が脅かされるリスクが想定されます。 

●対策 

建設現場では、騒音や振動など周辺への影響を最小限にするよう努めるほか、希少種保

全などの生物多様性保全活動などに、計画段階から多角的に取り組んでいます。開発計画

の早い段階で生物多様性への影響を含む環境アセスメントを行っています。環境アセスメ

ントは、現況調査、予測、評価、環境保全策の検討、評価書案の作成、自治体の審査、評

価書の作成、事後調査の順で進められます。環境への配慮を計画に組み込むことにより、

計画の変更や代替案の検討が可能となり、環境への影響を最小限に防ぐことができます。 

鹿島では、開発によって地域に与える影響を、シミュレーションや模型実験などによる事

前予測評価を行い、その結果を生物多様性保全等の策に活かしています。また、すべての

現場では計画段階でリスク抽出し、これを竣工に至るまでフォローする仕組みを導入して

いますが、その際に地域の生物多様性に悪影響を与えるような可能性が確認された際に

は、技術研究所などと協同する形で生物多様性を保全する計画（BAP）を策定し、実行

しています。現場周辺での動植物や自然環境の保全において、工事の進捗とともに地形や

状況が大きく変わるダムや造成などの現場では継続的なモニタリングとそれを踏まえた対

策が重要です。鹿島では iPad を利用した動植物・環境モニタリングシステム「いきもの

Note」を開発し、専門知識のない社員でも容易に環境モニタリングを実施し、技術研究

所などとの情報の共有・蓄積による的確かつスピーディーな対応を行っています。 

また鹿島では「サプライチェーン行動ガイドライン」を制定し、人権の尊重、児童労

働・強制労働の禁止、健康と安全に配慮した働きやすい労働環境の提供、あるいは労働時

間の適正管理等の内容を、サプライチェーンを構成する全世界の取引先と共有し、その遵

守を依頼しております。本ガイドラインに違背する事態が生じた場合は、対象となる取引

先に是正措置を求め、必要に応じて原因究明、再発防止に向けた指導・支援を行います。

なお、本ガイドラインへの違背により信頼関係が著しく損なわれ取引を継続し難い場合、

是正の求めにもかかわらず十分な措置が実施されない場合、あるいは継続的な指導・支援

を行っても是正が困難と判断された場合には、当該取引先との取引を見直しします。 
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●研究開発におけるネガティブな影響 

研究開発においては研究者の長時間労働、並びに危険への暴露や差別等の人権問題がリ

スクとして想定されます。また研究時において廃棄物が産出されるリスクも想定されま

す。加えて、研究開発時のデータ漏洩等のセキュリティリスクも高いと想定しています。 

●対策 

鹿島では給与や労働時間等の労働基準において、各国の法令順守を徹底しています。そ

の上で、優秀な人材を獲得するために、法令以上の条件を設定することに努めています。

特定されたリスクは直ちに調査され、コンプライアンス違反の未然防止に努めています。

併せて、鹿島は建設業における長時間労働を改善していくため、建設会社の業界団体であ

る日本建設業連合会に設置された「週休二日推進本部」に参加しています。 

また「国際人権章典」「労働における基本的原則及び権利に関する ILO 宣言」「子ど

もの権利とビジネス原則」「OECD 多国籍企業ガイドライン」「国連グローバル・コン

パクトの 10 原則」等の人権に関する国際規範を支持、尊重します。2021 年 3 月には

「鹿島グループ人権方針」を策定し、人権尊重の責任を果たすための活動に取り組んでい

ます。社員の認識、理解促進のために全国の支店で定期的に人権研修会を開催し、内閣府

男女共同参画局などが毎年提唱している「女性に対する暴力をなくす運動」についても全

社に周知しています。バリューチェーンを通じて人権尊重を推進するため、国連「ビジネ

スと人権に関する指導原則」も参考にして事業を進めています。 

物品の調達においては当社では全社員が発注担当になる可能性があるため、全社員を対

象にして、サプライチェーン行動ガイドラインを含めた調達に関わる安全、人権・労働問

題、環境、コンプライアンスに係る教育・研修を行うともに、協力会社に対する説明会を

定期的に実施しています。 

情報セキュリティについては鹿島グループ全体を対象とした e-ラーニングを毎年行

い、クラウドサービス利用時のリスクや近年増加している標的型サイバー攻撃などの新し

い脅威について、教育・訓練しています。協力会社に対しては、日本建設業連合会が提供

しているチェックシートや啓発ポスター、教育資料を展開し、各社における情報セキュリ

ティレベルの向上を図っています。日々深刻化・多様化するサイバーセキュリティに関す

る脅威に対しては、経済産業省が策定した「サイバーセキュリティ経営ガイドライン」に

準拠して対策を講じています。体制面では、情報セキュリティ推進部署を設置し、日本シ

ーサート協議会に加盟の上、外部機関や他社のシーサートと日常的に連携し、コンピュー

タ・セキュリティに関するノウハウやサイバー攻撃に関する最新情報を収集しています。

システム面では、サイバー攻撃に迅速に対処し被害を低減させるため、不正アクセスやコ

ンピュータウイルスなどに対する監視体制を随時強化しています。 
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SDGs への貢献 

本プロジェクトは多くの SDGs に貢献し得るものと考え、特に下記のターゲットに貢献す

ると考えます。 

●グリーン 

・7.2「2030 年までに、世界のエネルギーミックスにおける再生可能エネルギーの割合を

大幅に拡大させる。」 

・13.1「すべての国々において、気候関連災害や自然災害に対する強靱性（レジリエンス）

及び適応の能力を強化する。」 

 

   

●ソーシャル 

・3.3「2030 年までに、エイズ、結核、マラリア及び顧みられない熱帯病といった伝染病

を根絶するとともに肝炎、水系感染症及びその他の感染症に対処する。」 

・8.2「高付加価値セクターや労働集約型セクターに重点を置くことなどにより、多様化、

技術向上及びイノベーションを通じた高いレベルの経済生産性を達成する。」 

・11.6「2030 年までに、大気の質および一般並びにその他の廃棄物の管理に特別な注意を

払うことによるものを含め、都市の一人当たりの環境上の悪影響を軽減する。」 

・17.17「さまざまなパートナーシップの経験や資源戦略を基にした、効果的な公的、官民、

市民社会のパートナーシップを奨励・推進する。」 
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The GEAR 物件概要 
 
建 物 名 The GEAR 

（Kajima Lab for Global Engineering,  

Architecture & Real Estate） 

計 画 地 シンガポール共和国 チャンギビジネスパーク 

主要用途 オフィス、研究施設 

敷地面積 5,235 ㎡ 

延床面積 13,087 ㎡ 

構 造 RC 造 

階 数 地下 1 階、地上 6 階 

設 計 鹿島建設株式会社 

施 工 Kajima Overseas Asia (Singapore) Pte. Ltd. 

着 工 2020 年 12 月 

竣 工 2023 年（予定） 

主な環境への配慮 ①地域冷房システムによる環境負荷の低減 

②放射パネルとダクトレス空調のハイブリッドによる省エネで快適

性の高い空調システムの導入及び高効率ファンの採用 

③AI を用いた人流解析による効率的な空調と照明制御の実現 

④日射遮蔽を考慮したファサード設計による建物熱負荷軽減 

⑤太陽光発電システムと屋上緑化の融合による省エネとヒートアイ

ランド抑制への貢献 

⑥雨水利用と自動灌水システムを採用した屋上緑化による水資源の

使用量削減 

⑦雨水一時貯留設備による都市洪水緩和への寄与 

⑧保水性舗装による路面温度低減とヒートアイランド緩和への貢献 

⑨半屋外空間を利用した多様なワークスペースの提供と省エネ化へ

の貢献 

⑩室内及び半屋外空間の緑化を中心としたバイオフィリックデザイ

ンによる快適な空間の提供 

⑪建物管理情報を蓄積・分析するスマート BM やデジタルツインセ

ンターによる建築環境、エネルギー消費、メンテナンスの可視化と

建物管理の効率化の実現 

主な環境認証等 ・Green Mark Platinum（プラチナ） 認証取得目標 

・Green Mark Super-Low Energy Building (SLE) 認証取得目標 

・WELL Platinum（プラチナ） 認証取得目標 

・Green Mark for Healthier Workplaces 認証取得目標 

＊Green Mark： 

シンガポール共和国における建物総合環境性能評価システム 

日本の CASBEE、米国の LEED に相当 

※本リリースの内容は発表日現在のものであり、今後、変更となる可能性があります。 
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The GEAR 外観パース 

 

 
The GEAR 東面パース 

  



21 
鹿島建設株式会社 

The GEAR の取り組み領域の構成図 

 

 

The GEAR の取り組み領域に相当する R&D 分野の活動領域 
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Ⅵ．フレームワーク 

サステナビリティボンド発行を目的として、当社は ICMA グリーンボンド原則・ICMA ソー

シャルボンド原則が定める４つの要件（資金使途、プロジェクトの評価・選定プロセス、調

達資金の管理、レポーティング）に適合するフレームワークを以下の通り策定しました。 

 

1．調達資金の使途 

サステナビリティボンドで調達された資金は、プロジェクトの建造及び建設費用、並び

に当該建設物での技術開発に要する施設・機器の設置購入への新規投資及び借入金のリフ

ァイナンスに全額充当予定です。 

プロジェクト概要 充当予定額 

【グリーンプロジェクト】  

SEP（自己昇降式作業台）型多目的起重機船（SEP 船）の建造 55 億円 

The GEAR の建設 37 億円 

【ソーシャルプロジェクト】  

The GEAR において推進する R&D に要する施設・機器の設置購入 8 億円 

合 計 100 億円 
 

2．プロジェクトの評価及び選定のプロセス  

当社の財務本部及び経営企画部、技術研究所、土木管理本部、建築管理本部、建築設計

本部、環境本部、海外事業本部が、鹿島建設グループの方針との整合性や、環境ビジョン

「トリプル Zero2050」、ターゲット 2030 への貢献度、鹿島スタイルのスマート・ウェル

ネス・サステナビリティをコンセプトとした取り組みへの貢献度を協議した上で、適格ク

ライテリアに適合する充当対象プロジェクトを選定し、当社代表取締役社長が最終的に承

認しました。 

3．調達資金の管理 

調達された資金の充当と管理は当社の財務本部資金部が行います。資金部にて、適格プ

ロジェクトの予算と実際の支出を四半期単位で管理する社内ファイルシステムを使用し、

これにより調達資金の充当額及び未充当額を確実に追跡します。調達資金は発行から 3 年

以内に全額充当予定です。サステナビリティボンドで調達した資金は、適格プロジェクト

に充当されるまでの間、現金または現金同等物で管理します。 

4．レポーティング 

①資金充当状況 

当社は調達資金が全額適格プロジェクトに充当されるまで、調達資金の充当状況を示す

レポートを当社ウェブサイトに年 1 回、以下の内容を公表します。 

 適格クライテリアを満たす物件ごとの充当済金額 

 充当済金額の合計 

 未充当額 

当社はさらに、調達資金の全額が適格プロジェクトに充当された旨の証明を当社の財務

担当役員である取締役専務執行役員から取得する予定です。充当状況の詳細に関する最初

のレポートはサステナビリティボンド発行から 1 年後に行う予定です。 
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②インパクト・レポーティング 

当社は資金充当状況のレポーティングに加え、当社サステナビリティボンドの償還まで

の間、同じレポートのなかで適格プロジェクトに関連する以下の指標を公表する予定です。 



◆対象プロジェクト 

【グリーンプロジェクト】 

SEP（自己昇降式作業台）型多目的起重機船（SEP 船）の建造 

・SEP 船の竣工 

・SEP 船により施工された洋上風力発電設備設置基数の実績 

 

The GEARの建設 

・物件名 

・物件の概要 

・物件の竣工 

・取得認証の種類及び認証水準（Green Mark） 

 

【ソーシャルプロジェクト】 

The GEARにおいて推進するR&Dに要する施設・機器の設置購入 

・設置した施設 

・購入した機器 

・取得認証の種類及び認証水準（WELL、Green Mark） 

・研究成果の社外発表（論文、学会・セミナー発表、プレスリリース等） 

 

 

 


